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学校評議員会議記録

開催日時 平成２７年１１月２０日（金）１０時００分～１２時００分

会 場 本校会議室

出席者数 学校評議員 ５名 学校 ５名

出席者氏名 長野 聡幸氏（ＰＴＡ会長） ・校 長 土 屋 守 穂

入宇田尚樹氏（東京農業大学教授） ・教 頭 仲 條 正 輝

小田島和之氏（ｻﾝﾗｲｽﾞﾖﾋﾟﾄ施設長） ・事務長 武 田 明

高田 巧氏（高田ﾒﾝﾃﾅﾝｽ 代表取締役）・教務部長 木 村 奈津子

小中美喜夫氏（網走養護学校元ＰＴＡ） ・進路指導主事 佐 藤 雄 一

１ 学校長挨拶

２ 授業参観

３ 説明事項

（１）本校の授業におけるＩＣＴの活用について

※教頭、教務部長より授業におけるＩＣＴの活用について説明

（２）中学部の進路における取組について

※教頭より中学部の進路における取組について説明

（３）高等部の進路における取組について

※高等部進路指導主事より高等部の進路における取組について説明

４ 質疑応答

①タブレットの使用について

（小田島評議員）タブレットの利用について、とても良いことだと思います。個人のもの

と学校のものが使用されていると説明を受けましたが、アプリの購入はどのようにして

いますか。また、購入したアプリは、個人のタブレットに入れて共有できるのでしょう

か。

（教頭）アプリを購入できる予算がないため、現状では元々入っていたアプリを使用する

ことと無料でダウンロードしたものを使うことに留まっています。個人で購入したアプ

リを学校のタブレットに入れることはまだしていません。

（校長）昨年度、道立校８校でタブレットを購入してもらっています。肢体不自由の特別

支援学校では、岩見沢高等養護学校と本校の２校だけです。文部科学省から就学奨励費

で高等部１年生については、購入できるようにはなっていますが、実際のところは、規

則の整備が追いついていません。８月に熊本でありました全国の肢体不自由のＰＴＡ研

究大会でもタブレットの使用が話題になりましたが、都道府県でみると県内全ての学校

にタブレットを導入しているのは東京都ぐらいです。愛知県の学校では、アプリを購入

する予算がないため、教員がアプリを開発して、作ったアプリを他校や保護者に提供し

ていると聞いています。また、鹿児島の学校では、保護者にタブレット等を購入しても
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らい、在学中は学校で保管して、卒業時に返却するところもあるそうです。

（小田島評議員）無料のアプリはお金はかからないですが、いろいろな制約があるかと思

います。そうなると有料のアプリの方がお金を支払っている分、制約も少ないのではな

いかと考えられますが、実際そうなのでしょうか。

（木村教諭）確かに、無料のアプリは制限があります。有料になるとお金はかかりますが、

制限は取れます。ただし、アプリも高いものになると何千円のものもあります。私は、wi-fi

を使用しているため、通信費はあまり気にしていませんが、さすが高いアプリを購入す

るときには考えてしまいます。

（教頭）私も出始めの頃には、特別支援に関係する一つ何千円するアプリを購入しました

が、今では安価で良いものがたくさん出ています。

（高田評議員）windows よりも ipad の方が操作しやすいと説明がありましたが、windows

のパワーポイントとの互換性はないのでしょうか。パワーポイントと同じようなソフト

が ipad に入っているのでしょうか。Ipad でスライドを作ることとテレビなどに映し出

すのも簡単なのでしょうか。

（木村教諭）教頭から説明があったようにパワーポイントは､多少の誤差はありますが、

keynote との互換性はあります。しかし、windows よりも ipad が便利なのは、作ったを

データをタブレット同士でかざすとやりとりができることです。教員同士でデータのや

りとりをして活用しています。また、テレビのモニターに映し出すこともノートパソコ

ンよりも楽にできます。

（高田評議員）アプリの購入については、予算化されていないのでしょうか。

（教頭）現状では予算化されていません。なので、後援会で購入することも考えています

が、検討中です。

（校長）熊本の全国の肢体不自由のＰＴＡ研究大会である大学の先生の助言の中で、itune

カードを購入してアプリをダウンロードすると使い勝手が良いというお話しがありまし

た。アプリの中には、肢体不自由の子ども達が使えるようなものがたくさんあるため、

これから、全国の肢体不自由のＰＴＡでもアップル社に要望して itune カードの提供が

できるようにしていくべきであると提言がありました。

（高田評議員）学校のＩＤパスワードはあるのでしょうか。

（教頭）１０台購入した際、取得しています。

（高田評議員）スライドは、iphone でもできるのですか。また、リモコンのように電波を

飛ばしてできるのでしょうか。

（木村教諭）設定すると可能です。

②卒業後の進路指導について

（長野評議員）進路について、卒業生でどこかに就労した後、職場等が合わなくて退職等

した場合、どのように対応したのか教えていただきたい。

（教頭）一昨年度の卒業生１名が一般就労しましたが、途中で合わなくて退職ケースがあ

りました。このときは、地域包括支援センターや前担任の協力を得て、別な就労先を何

とか見つけることができました。
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③現場実習の開拓について

（入宇田評議員）現場実習の開拓で大変なことはどのようなことでしょうか。

（佐藤教諭）毎年、進路担当の方で情報提供をしながら、各事業所を回っています。その

中では、実習自体を断られるケースもあります。また、実習は可能でも、卒業後の利用

はできないと断られるケースもあります。

（入宇田評議員）なるべくなら、卒業後も働かせてくれる場所が本人にとってもありがた

いですね。

５ 校長から

（校長）本日は、貴重な御意見、ありがとうございました。ＩＣＴの活用については、

今後も整備が必要なことが多々ありますが、外からの声も聞きながら進めていきたいと

考えています。


